
 

 

 

 

 

2023年度 日本医科大学  
【 講 評 】 

大問構成は去年と同じであった。今年度の考察問題は比較的に解きやすかった。そのため，〔Ⅰ〕〔Ⅱ〕の

知識問題で差がついただろう。ウニの受精に関する問題は今年の私立医学部の入試のトレンドである。しっ

かりと復習しておきたい。 

 

【 解 答 】  

〔Ⅰ〕 

問 1  

(1) 

ア：(お) イ：(か) ウ：(く) エ：(け) オ：(う) 

(2) 始原生殖細胞：2n 二次卵母細胞：n 第一極体：n 

問 2 

(1)  (あ)→(え)→(う)→(お)→(い) 

(2)  (a)：(う) (b)：(お) (c)：(お) (d)：(あ) (e)：(う) (f)：(う) 

問 3 

(1) (あ)→(お)→(か)→(う)→(え)→(い) 

(2) アクチン（アクチンフィラメント） (a)(b) 

(3)  3 回目 

問 4 (き)→(う)→(く)→(お) 

問 5 Ⅰ群：(い) Ⅱ群：(a) Ⅲ群：② 

問 6 (1) (あ) (2 )眼胞：(b)(d) 水晶体胞：(a)(c) 

問 7 (1)：(う)-(b) (2)：(い)-(b) (3)：(あ)-(a) (4)：(あ)-(a) (5)：(う)-(b) 

 

〔Ⅱ〕  

問 1 ア：（た） イ：（こ） ウ：（せ） エ：（く） オ：（き） カ：（か） キ：（お） 

問 2 恒常性 

問 3 B 変温動物：（う）（お） 

問 4 (1) (う)-(e)-① (2) (え)-(c)-⑤ (3) (あ)-( )-③ ※解答がないため，空けている。 

問 5 (う)(お) 
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〔Ⅲ〕 

問 1  

(1)（い） 

(2) (i)（b） (ii)（c） (iii)（b） 

問 2 Ⅰ群-（あ） Ⅱ群-(a)  Ⅲ群-④ 

問 3 ＣΔ1-滑面:(あ) 粗面:(あ) ＣΔ2-滑面:(う) 粗面:(あ) 

問 4 （う） 

理由：【実験 2】で少なかったタンパク質 A が投与されることによって，複合体 A-B を形成することがで

き，粗面小胞体の形成を促進するため，大きくなると考える。 

問 5 

(1) 脂肪酸は，β酸化によってアセチル CoA となってクエン酸回路に入り，二酸化炭素として排出され

るため，含まれていた。 

(2)（う） 

 

 

【 解 説 】 

〔Ⅰ〕 

問 1  

(1) 

ア：(お) イ：(か) 

一次卵母細胞が減数分裂の第一分裂を終了すると，二次卵母細胞と第一極体になる。 

ヒトなどでは，二次卵母細胞に精子が進入して，卵形成が完了する。 

ウ：(く) エ：(け) 

極体を放出した側を「動物極」，反対側を「植物極」という。 

オ：(う) 

(2) 始原生殖細胞：2n 二次卵母細胞：n 第一極体：n 

減数分裂後に核相は 2n から n に変化する。 

問 2 

(1)  (あ)→(え)→(う)→(お)→(い) 

(2)  (a)：(う) (b)：(お) (c)：(お) (d)：(あ) (e)：(う) (f)：(う) 

カエルの発生の知識問題である。教科書や資料集で確認しておきたい。 

問 3 

(1) (あ)→(お)→(か)→(う)→(え)→(い) 

今年の入試で岩手医科大学，金沢医科大学でも出題されているので確認されている生徒も多いのではな

いだろうか。まだ不安な人は，入念に順番や仕組みを確認しておきましょう。 

(2) アクチン（アクチンフィラメント） (a)(b) 

精子の頭部のアクチン分子が繊維状に重合して束になり，先体突起を形成する。 

(3)  3 回目 

ウニは第 3 卵割まで等割であるが，カエルは第 2 卵割まで等割である。 

 



 

 

問 4  (き)→(う)→(く)→(お) 

精子が卵の細胞膜に結合すると，卵細胞内に Na⁺が流入し，膜段位が正（＋）に変化する。 

問 5 Ⅰ群：(い) Ⅱ群：(a) Ⅲ群：② 

典型的な中胚葉誘導の問題である。リード文をしっかり読めば解ける問題であるが，予定内胚葉域を予

定外胚葉域に接触させた場合，予定外胚葉域が中胚葉になることは覚えておきたい。また，スポンジを

使ってもできることから，「分泌タンパク質」であることもわかっただろう。 

問 6 (1) (あ) (2 )眼胞：(b)(d) 水晶体胞：(a)(c) 

眼胞を切除した場合，水晶体の誘導は起こらない。水晶体胞を切除した場合，眼胞があるので，表皮を

誘導して水晶体を形成することができる。切除した眼胞を頭部の外胚葉域に移植した場合，水晶体が形

成することが知られている。また胴部に移植した場合，水晶体は形成されない。 

問 7 (1)：(う)-(b) (2)：(い)-(b) (3)：(あ)-(a) (4)：(あ)-(a) (5)：(う)-(b) 

胚葉から分化する器官の問題である。頻出であるため，しっかりと確認しておきましょう。 

 

〔Ⅱ〕  

問 1 ア：（た） イ：（こ） ウ：（せ） エ：（く） オ：（き） カ：（か） キ：（お） 

ホルモンは，血液によって運ばれ，ホルモンの作用を受ける器官を標的器官という。体温調節の中枢

は，間脳の視床下部で感知され，自律神経系やホルモンによって調節される。 

問 2 恒常性 

生物がもつ，体内環境を一定に保つ性質。ホメオスタシスともいう。 

問 3 B 変温動物：（う）（お） 

変温動物は，恒温動物（哺乳類，鳥類）以外の動物界全てである。 

例えば，無脊椎動物，魚類，両生類，爬虫類である。 

問 4 (1) (う)-(e)-① (2) (え)-(c)-⑤ (3) (あ)-( )-③ 

(1) 浸透圧の上昇は，間脳の視床下部が感知し脳下垂体後葉からバソプレシンが分泌される。 

(2) カルシウムの濃度低下は，副甲状腺が感知し副甲状腺からパラトルモンが分泌される。 

(3) 胃酸の増加は，十二指腸で感知し，十二指腸からセクレチンが分泌される。その結果，すい臓からの

すい液の分泌が促進される。※解答がないため，空けている。 

問 5 (う)(お) 

Ⅱ型糖尿病は，Ⅰ型糖尿病（インスリン不足）以外の原因である。その点も踏まえて選択肢から考え

る。 

(あ)A 細胞からは，インスリンは分泌されない。 

(い)図 2 のインスリン濃度のグラフから，インスリンは分泌している。 

(え)健康なヒトと同じときにグラフに変化がみられているので，感知している。 

(か)グリコーゲンの合成が増加したら，血糖値は下がるはずである。 

 

  



 

 

〔Ⅲ〕 

問 1  

(1)（い） 

【実験 1】の表 1 から約 2 倍であることがわかる。 

(2) (i)（b） (ii)（c） (iii)（b） 

【実験 1】の図 2A と B から判断できるが，(ii)の問題に注意してほしい。細胞の体積が約 2 倍になって

いることを考慮する必要がある。そのため，正常マウスの 20％と肥満マウスの 10％は同じ割合になる。 

問 2  

Ⅰ群-（あ） 

【実験 5】の表 2 から，タンパク質 AΔ1 とタンパク質 BΔ1 のときに形成していないので，必要なこと

がわかる。  

Ⅱ群-(a)   

【実験 6】の表 3 の AΔ2＋B と A＋BΔ2 の結果から判断できる。 

Ⅲ群-④ 

【実験 6】の表 3 から粗面小胞体の形成を促進していることがわかる。 

問 3 ＣΔ1-滑面:(あ) 粗面:(あ) ＣΔ2-滑面:(う) 粗面:(あ) 

【実験 6】から，CΔ2＝C1 のときのみ，滑面小胞体の体積が増加している。 

問 4 （う） 

理由：【実験 2】で少なかったタンパク質 A が投与されることによって，複合体 A-B を形成し，粗面小胞

体の形成を促進するため，大きくなると考える。 

問 5 

(1) 脂肪酸は，β酸化によってアセチル CoA となってクエン酸回路に入り，二酸化炭素として排出され

るため，含まれていた。 

別解：脂肪酸が呼吸基質として用いられたため。 

(2)（う） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせは☎0120-３０２-８７２ 

https://keishu-kai.jp/ 


